
 

■お客様の施工現場から■   雑草茂る駐車場を全面コンクリート打ち/北方 Ⅰ様邸 

前月、６月の「お客様の施工現場から」の記事でご紹介したと同じ施工現場で、毎年春から夏

の季節ともなりますと、駐車場内外にはかなりの雑草が生い茂り、その都度、草取りに追われ

その作業にかなりな負担が生じておられるとのことでした。 

そして、今回は、この駐車場改修のため、２通りの施工方法をご提案させて頂くことになりま

した。まず、第一は、駐車場の雑草をすべて取り払い、土を整地し、全面を防草シートで蔽い

さらに砂利を敷き詰める方法。そして、第２は、防草シートと砂利の敷き詰めにかわり、今後

も、メンテナンスに煩わせられることのないコンクリート打ちの２案をご提案させて頂きまし

た。当初は、より簡易な方法の、防草シートで蔽い、砂利を敷き詰める方法でもよいのではな

いかとのご意見もありましたが、やはり、コンクリート打ちにて改修して頂くことがベストの

方法であることをご理解頂き、施工開始から約２週間にて全ての作業を完了し、お施主様も今

迄のように草取りに煩わされることなく快適にお過ごしになられることと思われます。 

 

■ひとり言■    こんにちは。エムエスホームの佐原です。いつもお世話になります。 

６月１９日、コロナの感染がほぼ一部の地域にとどまっているという判断のもとに、都道府県をまた

ぐ移動の自粛がようやく緩和されました。また、コンサートや展示会などの開催については条件付き

で開催を認め、接待を伴う飲食業などの業種に対しては感染防止のガイドラインの遵守を前提に休業

要請も撤廃されました。しかし、まだまだ油断禁物であるとの認識に変わりはなく、長く停滞してい

た経済も少しずつ動き出す状況下にありますが、今、アメリカで起きている感染者急増という事態に

再び陥ることへの不安も残されています。一方、日常の生活を送る中で、いつまでもコロナの恐怖に

尻込みしているわけにもいかず、コロナ発生以前のように、何の不安もなく、買い物、食事、スポー

ツ、旅行などを楽しめる日が一日でも早く戻って来ることにも期待したいものです。そして、今回の

コロナウィルスは、世界中の尊い人の命を奪っただけにとどまらず、社会、経済、自然環境など広範

囲にわたり多大な影響と変化をもたらしました。これを契機に、我々の日々の生活への 

向き合い方も大きく変化して行くように思われます。 
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■暮らしのたより■       窓廻りから始める暑さ対策！ 

日差しがどんどん強くなるこれからの季節は、室内の温度も上昇します。夏場の室温上昇を抑えるカギ

は、実は窓にあります。窓廻りを見直せば、夏の室内がぐっと快適になります。 

夏の室内が熱くなるのは、外の熱が家の中に入り込むからです。熱の出入りが最も大きいのは、窓などの

開口部。夏場に入ってくる熱の約７割は、窓からと言われています。室内の温度上昇を抑えるには、窓の

外から日差しを遮るのが一番。「すだれ」や「よしず」は、夏の室温上昇を抑えるための先人の知恵なの

です。外側で日差しを遮るのに便利なアイテムのひとつが、外付けブラインドです。角度を調整できるル

ーパーという羽が連なっていて、羽の隙間から風や自然光を通しつつ、直射日光を遮れます。羽を閉じれ

ばシャッターの代わりになり、防犯対策にも役立ちます。もっと手軽に日差しを遮りたいなら、シェード

という手もあります。必要な時だけ引き下ろせば、直射日光をほどよくカット。メッシュ素材できていて

いるので通気性が良く、自然光も適度に通してくれます。取り付けに要する時間は３０分ほど。冬場に邪

魔になることもありません。南向きの窓には、ひさしを付けるのもおすすめです。太陽の高さは季節によ

って変わるので、ひさしがあると、夏の高い位置からの日差しは遮り、冬の低い位置からの 

日差しは取り込めます。また、最近は、リフォーム用の商品も登場していて、後付けも簡単。 

一度取り付けてしまえば、シェードのように、出し入れする手間もかかりません。 

猛暑日が続く最近の夏。熱中症対策のためにも、窓廻りを見直して夏に備えましょう。 


